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(57)【要約】
【課題】本発明は、外面に面するＰＣａと他の部材との
シーリング不良に伴う漏水対策の改善を目的とする。
【解決手段】外面配置ＰＣａ板と床版との合わせ部を備
えた構造において、該合わせ部にシール部材が配置され
ており、ＰＣａ板は、シール部の下方に形成された溝部
を備えている外面配置ＰＣａ板と床版との合わせ部構造
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外面配置ＰＣａ板と床版との合わせ部を備えた構造において、
　該合わせ部にシール部材が配置されており、
　ＰＣａ板は、シール部の下方に形成された溝部を備えていることを特徴とする外面配置
ＰＣａ板と床版との合わせ部構造。
【請求項２】
　ＰＣａ板に形成された溝部は、居住空間であって、床版は最上部のスラブであり、当該
溝部は床面より上方である目線より上部に位置していることを特徴とする請求項１記載の
外面配置ＰＣａ板と床版との合わせ部構造。
【請求項３】
　ＰＣａ板は、溝該当箇所に突起した部材を一体に備えているＰＣａ板であることを特徴
とする請求項１又は２記載の外面配置ＰＣａ板と床版との合わせ部構造。
【請求項４】
　溝部は、突起部の先端側に板体を取り付けられた板体と突起部上面で形成されているこ
とを特徴とする請求項３記載の外面配置ＰＣａ板と床版との合わせ部構造。
【請求項５】
　ＰＣａ板は、凹状の上面に形成されている突起した部材を一体に備えていることを特徴
とする請求項１又は２記載の外面配置ＰＣａ板と床版との合わせ部構造。
【請求項６】
　建築物の屋上又は屋外施設のスタンドであることを特徴とする請求項１～５のいずれか
に記載の外面配置ＰＣａ板と床版との合わせ部構造。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載の外面配置ＰＣａ板と床版との合わせ部構造を備えた建
築物であって、
　シール部から漏水した場合、溝部で漏水を受けて、漏水は溝より下方の壁面を汚損せず
、
　また、漏水箇所直下の壁面にある漏水痕の有無によって漏水点検を行い、不良部を修繕
することを特徴とする外面配置ＰＣａ板と床版との合わせ部構造の点検・維持管理方法。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建造物における外部に面するプレキャストコンクリート（precast concrete
（ＰＣａ））との隣接部位の止水に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プレキャストカーテンウォールに隣接する天井スラブとの間を止水用にシーリングする
などして水密にすることが行われている。
　シールに不良が発生すると、雨水等が漏水して、屋内に浸入し、壁面を汚損することが
ある。
　止水手段を講ずる例として、特許文献１（実開平７－４６１８号公報）には、建物の外
壁を形成するプレキャストコンクリート製カーテンウォール１０３の内面側に、カーテン
ウォールの水平方向全長に亘る通しあご１０４が突成され、該通しあご１０４の下面に紐
状耐火ガスケット１０５が貼着されると共に、通しあご１０４を床版１０１の外縁部に乗
せ掛けてカーテンウォール１０３と床版１０１とをファスナー１０７で係着することによ
り、床版１０１にカーテンウォール１０３が水密に取付けられるように構成した発明が記
載されている。
　シーリング方法など各種の提案がなされているが、温度や圧力によって伸縮する目地間
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に詰められる弾性素材であるシーリング材の性質上、劣化や施工不良が発生しやすく、点
検、補修などの管理を欠かすことはできない。
　壁面の上面に化粧材などを設けると、漏水箇所を特定することが困難であり、管理も困
難である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開平７－４６１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、外部に面するＰＣａと他の部材とのシーリング不良に伴う漏水対策の改善を
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の主な構成は次のとおりである。
１．外面配置ＰＣａ板と床版との合わせ部を備えた構造において、該合わせ部にシール部
材が配置されており、ＰＣａ板は、シール部の下方に形成された溝部を備えていることを
特徴とする外面配置ＰＣａ板と床版との合わせ部構造。
２．ＰＣａ板に形成された溝部は、居住空間等であって、床版は最上部のスラブであり、
当該溝部は床面より上方である目線より上部に位置していることを特徴とする１．記載の
外面配置ＰＣａ板と床版との合わせ部構造。
３．ＰＣａ板は、溝該当箇所に突起した部材を一体に備えているＰＣａ板であることを特
徴とする１．又は２．記載の外面配置ＰＣａ板と床版との合わせ部構造。
４．溝部は、突起部の先端側に板体を取り付けられた板体と突起部上面で形成されている
ことを特徴とする３．記載の外面配置ＰＣａ板と床版との合わせ部構造。
５．ＰＣａ板は、凹状の上面に形成されている突起した部材を一体に備えていることを特
徴とする１．又は２．記載の外面配置ＰＣａ板と床版との合わせ部構造。
６．建築物の屋上又は屋外施設のスタンドであることを特徴とする１．～５．のいずれか
に記載の外面配置ＰＣａ板と床版との合わせ部構造。
７．１．～６．のいずれかに記載の外面配置ＰＣａ板と床版との合わせ部構造を備えた建
築物であって、シール部から漏水した場合、溝部で漏水を受けて、漏水は溝より下方の壁
面を汚損せず、また、漏水箇所直下の壁面にある漏水痕の有無によって漏水点検を行い、
不良部を修繕することを特徴とする外面配置ＰＣａ板と床版との合わせ部構造の点検・維
持管理方法。
【発明の効果】
【０００６】
１．建築物の露天部に配置されたＰＣａ板と天井床スラブなどとの間に形成されるシーリ
ングの下方に位置するＰＣａ板として、溝部を形成したＰＣａ板としたので、ＰＣａ板の
設置によって漏水受けが完成し、漏水受けを作る後施工の必要がない。
２．ＰＣａ板に設けられている溝部が、目線よりも上部にあることにより、漏水は目立た
ず、溝部より下方の面が汚損されず、壁が綺麗に保たれ、清掃負担が軽減する。
３．溝部はシール部の下方であって、高い位置にあるので、シーリングの点検は、踏み台
などを使って、溝部よりも上方の壁面を観察することにより、漏水箇所を容易に発見して
特定できるので、点検・補修などのメンテナンスが容易にできる。
４．溝を突起部としてＰＣａ板に一体に形成することにより、下方からは突起部の下面が
見えて、壁の漏水痕は死角になりやすい。また、突起部は意匠性或いはサインの取付け部
として利用することができ、利用者は漏水用樋とは気づかない。
　ＰＣａ板に一体に形成された突起部の上面が漏水受け面になり、さらに、先端側に板体
を取り付けて、溝部を深くすることができる。
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５．溝は、先端部がやや上がっている程度の傾斜でも漏水受けとしては機能可能であるが
、多量の漏水が想定される場合は、深い凹部を形成する。
６．本発明は、溝付きＰＣａ板を使用することにより、ＰＣａ板の建て込みと同時に、漏
水受けを構築することができ、漏水受け構造の施工が不要あるいは簡便になり、施工期間
を短縮することができる。また、シーリング不良箇所の直下の溝部或いは壁面に漏水痕が
つくので竣工後の点検・検査、及び、メンテナンスが簡単にでき、必要箇所の発見により
補修もしやすくなる。
７．本発明は、屋上階にある柱廻りの根巻きコンクリートとＰＣａ板の間、パラペットと
ＰＣａ板の間等の屋上部の合わせ部の構造、屋外競技場など露天に面した部分を有する建
造物に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】屋上パラペット部下部の構造の例を示す図
【図２】ＰＣａ板に形成される溝の例を示す図
【図３】従来例を示す図
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明は、外部に面する壁をＰＣａ板で構成し、このＰＣａ板と天井スラブ等との間に
シーリングが設けられる合わせ部を備えた建造物において、このシール部の下方で建物内
部側に溝を形成したＰＣａ板を配置したものである。
　溝は漏水受けとして機能し、ＰＣａ板に作り込まれているので、ＰＣａ板の取付けと同
時に漏水受けがほぼ完成し、施工期間を短縮することができる。
　この構成により、シール部に不良があって漏水したとしても、溝が受け止めて、溝より
下方を汚損することがない。また、溝部よりも上方を観察することにより、漏水箇所を視
認することができ、点検。補修などのメンテナンスを容易に行うことができる。
　特に、溝部を目線よりも上に設けることにより、一般の建物利用者が漏水に気づくこと
はない。
　溝部は、壁の設けた凹状或いは凸状部に形成される。溝としての機能は漏水を受ける機
能であって、シール部の不良箇所からの漏水を受ける程度の凹みがあれば十分であり、一
般的には浅いもので十分であり、雨水が多く溜まるような場所は、深くするなどの工夫を
することができる。
　溝部の形状は、壁面に凹状の凹みを形成する、或いは、上面に溝を形成した凸状部、凸
状部の先端に板体を取り付けて形成した溝等がある。
　凸状部を設けたＰＣａ板を作成して、凸状部の上面を溝部とした場合は、上面を覗いて
漏水がない限り漏水受けとは気づかず、壁面の意匠としての印象となる。また、凸状部を
利用して、照明やサインの取付け部に利用することができる。
　溝部は、ＰＣａ板を工場で製造する際に、型枠で作り込んで一体のコンクリート製品と
して製造する。先端部に板体を取り付けるなど一部の施工を追加施工することができるが
、基本部はＰＣａに作り込むことによって、建物の施工期間を短縮することができる。
【０００９】
  以下、本発明一実施例を、図を参照して説明する。
  図１は、本発明のＰＣａ製カーテンウォール（プレキャストコンクリート製カーテンウ
ォール）１と屋上パラペット部の例である。外壁上部が上部ＰＣａ板１１と溝付きＰＣａ
板１２が横目地６を介して形成されている。梁５に支持されるパラペット４が上部ＰＣａ
板１１に隣接して配置されており、隣接間にシーリング２が施されている。
　溝付きＰＣａ板１２には、屋内側に突起部１３が形成されており、この突起部１３の上
面に溝３が形成されている。図示の例では、凹形に形成されている。この突起部１３は、
シーリング２の下方であって、梁５の下端よりも少し低い高さに位置している。水平方向
の長さは、少なくとも、シーリング２がある部分に対応して設けられる。溝付きＰＣａ間
も連続するようにシール材やバックアップ材などで成形する。溝付きＰＣａ板の建て込み
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よって、漏水受けがほぼ完成し、建築物の施工期間を短縮することができる。
　さらに、必要に応じて、外部の排水溝や貯留槽に接続する。
【００１０】
　溝３は、シーリング２に不良があって漏水した場合に、水を受ける機能を果たし、突起
部１３より下方を汚損することが無く、壁面に漏水痕を生じることもない。漏水は、溝３
に沿って外部等に導かれて、排出される。少量の場合は、溝から蒸発する。
　漏水痕は溝面や溝よりも上部の壁面に残るので、溝とその上部の壁面を観察することに
より、発見できる。
【００１１】
　突起部１３は、梁の近くにあって、目線よりも高い位置に位置することになるので、廊
下などの通路や部屋等の利用者は、突起部の下面を見ることとなり、意匠の一部と見なし
、漏水管理用の設備とは気づかない。建物の管理者は、脚立などを用いて、突起部の上面
や壁面を観察することにより、シーリングの不良を容易に発見することができ、点検・補
修などのメンテナンスが容易である。
　さらに、突起部１３の下面は、照明やサインの取付け部として利用することができ、照
明やサイン用の支持物を乱立させることなく、壁面デザイン性を向上させることができる
。
　溝の形状は、凹形に限らず、突起先端側を上げてテーパ面としても良く、漏水量が少な
いと想定される場合は、ほぼ水平でも良い。また、深い溝が必要な場合などは、突起先端
側に後施工で、板体を取り付けることも可能である。さらに、突起ではなく、彫り込み溝
に形成して、ＰＣａ表面に突起物を形成しない手段もある。この場合、ＰＣａの鉄筋かぶ
り量を大きくして、溝を形成しても強度に影響が無いようにするなどの工夫が必要になる
。
【００１２】
　本発明は、雨に暴露する建物の外面であって、ＰＣａ板同士を隣接し、隣接間にシーリ
ングを設ける構造部に適した構造である。屋上パラペット部の構成を例に説明したが、こ
れに限る物ではなく、屋上階にある柱廻りの根巻きコンクリートとＰＣａ板の間、パラペ
ットとＰＣａ板の間等の屋上部の合わせ部の構造、屋外競技場など露天に面した部分を有
する建造物に適用することができる。
　本発明は、さらに建物の用途や種類は問わずに適用でき、人が生活する室内や居室に限
らず、屋外に面した壁面でも溝より下方に雨水等を垂らさないようにする箇所に適用する
ことができる。
【００１３】
　溝の例を図２に示す。
　図２（ａ）は、溝付きＰＣａ１２ａとして、突起部１３ａの先端側を上に上げて上面に
テーパを設けて溝３ａを形成した例である。図２（ｂ）は、溝付きＰＣａ１２ｂとして、
図２（ａ）に示したと同様の形状に形成した突起部１３ｂの先端部に板体７を取り付けて
、深い溝３ｂを設けた例である。図２（ｃ）は、溝付きＰＣａ１２ｃとして、下部側を厚
く形成し、溝形成箇所で段部を設けて、上部側を薄く形成して、段部１３ｃの上面を溝３
ｃとして例である。図示では、段部は水平に形成してあるが、溝３ａのようにテーパを形
成してもよい。また、板体７を取り付けても良い。図２（ｄ）は、溝付きＰＣａ１２ｄと
して、彫り込み状に溝３ｄを形成したものである。この溝３ｄも型板に棒状物を取り付け
て、コンクリートを打設し、脱型後棒状物を取り外すなど手段によって、容易に形成する
ことができる。この彫り込み状の溝３ｄの場合は、上面側に鈍角を形成したテーパ面とし
て、伝わる水滴を溝内に導くようにする。
　板体７は、透明なアクリル板などにして、透視点検し易くすることも可能である。
【符号の説明】
【００１４】
１・・・・プレキャストコンクリート製カーテンウォール
１１・・・上部ＰＣａ板
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１２・・・溝付きＰＣａ板
１３・・・突起部
２・・・・シーリング
３・・・・溝
４・・・・パラペット
５・・・・梁
６・・・・横目地
７・・・・板体

【図１】

【図２】

【図３】
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